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群と非使用群との間托著しい差異はなく TM群に於
て個々の菌lとついての耐性度と溶血能と lとついて見
ても目立った溶血能低下は見られなかった。 
16) 胃腸管内に於ける骨消化について
岩塚迫雄(横須賀市立病院〉 
消化管内異物の内，骨は動物性蛋白と共に誤鳴き
れ易く，我々が調べ得た文献，全国主要病院照会例
では腹腔内穿孔異物 78例中 46%を占めており，ま
た，直腸障碍を来せる異物の内，骨によるものはや
はり最も高率であった。
そこでこれら障碍に関係ある骨消化の問題を検討
すべく動物実験を行った。
実験 1として，過酸犬及び正常犬と低酸犬として
幽門切除せるものを使用して魚骨及び鶏骨を鴨下せ
しめたと ζろ，過酸犬では全く消化したと思われ，
正常犬では中等度比消化され低酸犬では鶏骨は略々
原型を保って排世された。
次l乙上記実験で得?こ結果を確認すべく試験管に過
酸症患者胃液，低酸症患者胃液，対称として 1% 
Pepsin液， ，0.5 HCl液等を使用してその消化状態
を見るに過酸症患者のみ中等に消化するのを見た。
以上Kより骨消化は低酸症患者は充分K行われ難
く時に不慮、の結果を招くことありと思われた。 
17)低電位差患者の手術例について

橋詰定明 

低電位差患者lζ手術を行った場合，その適応決定
にはしばしば困惑を感ずる場合が多く，叉術後の対
策及び予後の判定は極めて重要である。教室では最
近 5カ年間心電図採取患者 5188名中 68例1.3%は
これを認め，この中手術を施行したものが 55例，
術式別に見れば全身の栄養低下し大手術或は姑息的
手術を余儀なくされる末期癌が多く，手術侵襲が直
接心機能lζ及んで死亡した例はなかったが，術後経
過は一般i乙不快な偶発合併症を伴うことが多かつ
た。
食道癌根治手術 1治験例について，術前及び運動
負荷試験，低酸素負荷試験更に術中，術後に亘る心
電図上の観察を行い，従来困難とされた低電位差患 
者の手術適応決定には，術前各種の負荷試験が必要
であり，また，少なからず心筋傷害を伴うのでツギ
タリス剤の如き直接心K作用する薬剤を用いること
が必要である ζとを示した。
18)心筋硬塞を伴う患者の手術例について
泉武
最近 6年間の教室lと於ける心電図採取患者 6000
名中 13例 0.2% !r心筋梗塞を経験し，中 9例に慎重
なる注意のもとに手術を施行し 5例は全治退院した
が，不幸 4例は心不全，癌性イレウス，腹膜炎によ
って死亡した。
原疾患別に手術例を大別すると食道噴門癌は 5例
中3例，胃癌 4例中 3例，大腸癌は 2例中 2例，そ
の他 2例中哨息の 1例となっている。食道切除及び
胃大腸合併切除では死亡例が大であるが手術侵襲が
前者K比し割合少い胃切除及び大腸切除等では，全
治率がはるかに高い。全治例でも一時心性危期を示
したが強心，冠拡張剤，強力な酸素補給Kより全治
せしめている。
現今でも心筋硬塞を合併した癌患者の手術適応の
決定は明確を期しがたいが，慎重な管理の下Kこれ
を行えば全治せしめることが出来る。 
19)興味ある S状結腸癌の1例
中島和彦(甲府小宮山外科病院)
癌腫を先端とする S状結腸直腸重積の 1治験例を
報告する。患者は 68才の男子。主訴は排便困難，
血便，排尿後痛で，今年2月末から血便があり， 3 
月中頃より排尿痛，それ以来排便困難，裏急後重が
続き，月末5より頻回の下部j使1['凶され， 6月 9日
来院した。来院時，指診で直腸lζ腫癌を触れ，直腸
癌と診断，術前処置として，下剤，涜腸を行った
ら，排便困難が軽快し，指診で腫癌を触れず，直腸
鏡検査で 25cmまで病変がなく， 6月13日退院した
ところ，再度 6月 30日前記症状にて来院し， S状結
腸癌の重積下降した例であるととが解ふ手術tとよ
り全治させた症例で，組織学的には腺癌，また，重
積像はー筒性であった。成人の腸重積は，比較的稀
で，しかも S状結腸K癌腫を原因として，腸重積を
惹起せしめた例は少く，特に指診で直接腫療を蝕知
した例は，文献上本邦には極めて稀であり，直腸癌
診断にあたり，指診だけの危険性を示す興味ある症
例と思う。
20) ガストロカメラの臨床例について
小林誠一郎(植竹病院〉
胃疾患の診断陀当り，在来の検査法K依つては，
その診断の確定，手術適応の決定，即ち，手術施行
に対する患者の説得1[，叉は手術施行後の癌患者の
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予後の制定，即ち患者家族K対する予後の警告等K 基礎的成績lζよれば，濯流液自身の影響は殆んど
ついて，一般開業医師は常に一抹の不安と苦J凶とを なく，濯流速度の影響が著明で，低速度を保つ事が
覚えているが，植竹病院においてガストロカメラを 必要である。この脳室濯流法は薬物の中枢作用を検
併用する様になって以来著るしく，確信の度を深め 討するための有力な手段の一つである。
得る様になったのでガストロカメラの診断，治療経
過観察，予後判定，についての利用経験を，本年 7
23)脳幹部刺激と Nystagmus
月以降の検査対象例 76例の中，慢性胃炎，胃癌，胃 
夏目隆一(大学院)
ポリープ，胃切除者等の 5例についで報告した。 眼球運動の中枢神経路は未だ充分に解明されてい
尚 76例中，正常 13，慢性胃炎 44，胃癌 6.胃潰療 ない。そ ζで私はとれを究明するため Sawyerの 
10，胃ポリープ 2，判読不能 2の割合となっている。 坐標図lζ従い，ウサギの脳幹部Iζ電極を植込み電気
刺激Kよって実験的に中枢性眼球振擾  (cantral 
21)若年者胃癌の 1治験例並びに教室に於ける若 nystagmus)を生ぜしめ，各種中枢興奮薬及び中枢
年者悪性腫壌の統計 抑制薬を応用したさいの変化を観察する事lとより，
松崎功 眼運動の中枢路を薬理学的に検索すると共にあわせ
胃癌は本邦において癌の主位を占め，概ね中年期 てそれら薬物の脳幹部lζ対する作用機構を追究して
以後にその発生頻度が高く 40才以上が凡そ 83%を いる。周知の如く脳幹部は多くの神経核や神経伝導
占め，若年者胃癌は比較的稀にして， 20才以下の胃 路の存在する部位であり，実験lζ於て種々多様な副
癌は極稀れである。私は 15才の女性K見られた胃 反応が附随する。例えば脳幹部を電気刺激する事に
癌の 1例を経験したので，教室における若年者悪性 より動物が特有な回転運動を起したり或いは自律神
腫蕩の統計と，その 60%を占める若年者胃癌の統 経性諸症状(唾液分泌，流涙，瞬膜散大，気管枝哨
計的観察を試みてみた。若年者胃癌Iとおいても男性 息様症状，尿意頻数，排便等)を起す事l乙関しては 
K多く，一般胃癌の男女比に比して，若年者では， 報告も多い。乙れら諸症状lζ対する薬物の作用を検
女性の擢患率が高くなっている。心情部疹痛を初発 討する事は，脳幹部の複雑な機能の解明lζ寄与する
症状とする者が多く，主訴も主主痛，膨満感，悪心， ものと考える。
恒吐などが多い。また，一般胃癌に比して切除率も
低く予後不良なことは，患者が医家を訪れる ζとが
24)血清肝炎の経験
小高通夫(幸手農協病院)遅いとか，若年者だけに確定診断が遅れるとか種々
あると思われるが，改めて早期診断早期手術の必要 本年 1月より 10月比至る間に宰手病院に於て発
を痛感するものである。 生を見 Tこ輸血後血清肝炎 6例を中心として若干の考
察を加えた。
22)脳室濯流法による薬理学的研究
発生月別では 5月以降K全例がみられ， 3月迄保
平島 毅(大学院) 
存血を使用していなかった事実と関連性がある様に
呼吸中枢，血管運動中枢は延髄に在るとされ，乙 思われ，更に発生率についても新鮮血使用例 4.5%
とに後者の高位中枢 K関しては視床下部，大脳等ょ に対し，新鮮血併用例を含む保存血使用例では 33.1
りの調節的支配の存在が論じられている。これら中 %もの高率を示し，保存血の汚染が考えられ，保存
枢神経系 K対する薬物の作用を研究するため K呼吸 血給血者の調査を行ったが，感染源はっきとめ良れ
及び血圧曲線を指標とした新しい脳室濯流法を試み なかった。肝炎の発生と輸血量，性別及び年令聞に
たので実験方法及び基礎的成績を報告する。麻酔下 は特別の関連はない。潜伏期は 46--179日である。
の猫を脳定位固定装置に固定し， Jasperの坐標図 症状は全例，肝肥大を伴い無熱。肝機能障碍あり特 
K従ってカニューレを側脳室に挿入し， 380C K暖(jj 1[.ブロムサルファレンの欝滞は著明である。治療は
た酸素飽和液 Lockeを一定速度で流入せしめ，一 安静及び肝庇護にて全例治癒す。
方小脳延髄槽内或は中脳水道lζ挿入したカニューレ 感染源として，ビーJレス保有者が考え，られ現在
より流出せしめ，諸脳室を濯流する。更に静注叉は の黄痘の既往の問診と触診のみでは危険であり，有
濯流液中に投与した薬物の作用による呼吸及び血圧 料給血者応対しては肝機能検査の施行が望ましい。
曲線の変化をスス紙上に描記する。
